
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会新報フォトニュース 

NO.２１  ２０１９年２月１０日(日) 

発行:社民党神奈川県連合機関紙・誌対策委員会 

 

底冷えした２月１０日（日）、横浜市内におい

て「２０１９年第１７回新春将棋大会」が社民党

を支持する横浜連絡会議(代表 長瀬嘉宏)の主

催、社民党横浜市連合・県連合の共催で開かれ

た。 

主催者を代表してあいさつした高橋廣康 社民

党を支持する横浜連絡会議事務局長は「将棋大会

は今年で１７周年、いま職場は春闘が闘われてい

る。今日は将棋愛好家が集まっているので、一日 

 



 

 

 

 

 

英気を養って明日からの運動に是非活か

してほしい」と述べました。 

 

 

 

来賓として「森ひでお」社民党横浜市連

合副代表は、日頃の支援にお礼を述べた後

「４月には統一自治体選挙があり、私も横

浜市中区から立候補する。県内各地で仲間

が立候補するが、そんなことも片隅におき

ながら、今日は一日将棋を楽しんでほし

い。」とお願いと激励にかえました。 

▶大会は計３２名の棋士で戦われ、優勝

は岡 実さん（一般）、準優勝は佐藤由昌

さん（横水労組）、三位に川崎和夫さん

と中畑進さんが入りました。 

 

審判長・指導棋士は「屋敷伸之」プロ

九段、と小河直純さん。 

▶屋敷伸之プロ九段は好評で「ますます

参加者のレベルの高くなり素晴らしかっ

た。指導将棋では私も何人かの方に負け

たが、確実に全体のレベルは上がってき

ている。今後も是非続けてほしい。」と

好評しました。 

 

 

 

▶優勝者、準優勝者、三位には福島

みずほ参院議員、屋敷九段の直筆の

サインが入った表彰状と景品が高橋

廣康 社民党を支持する横浜連絡会

議事務局長より手渡されました。 

交流・和気あいあいの中での将棋

大会。今大会は事務局員含め４３

名、うち一般参加者６名、女性参加

もあり、確実に将棋愛好家の裾野は

広がってきています。 

参加者の皆さん、有難うございま

した。 

 


